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愛
宕
松
男
著

契
丹
古
代
史
の
研
究

勝
蓄

電

　
著
者
愛
宕
氏
は
東
北
大
学
文
学
部
教
授
。
昭
和
十
年
京
大
史
学
科
卒
業
以
来
、

北
方
民
族
、
特
に
蒙
古
史
・
元
朝
史
の
研
究
に
従
事
せ
ら
れ
、
そ
の
間
多
く
の

貴
重
な
業
績
を
も
つ
て
学
界
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
、
三
年

間
は
、
十
世
紀
は
じ
め
か
ら
約
二
首
年
間
、
華
北
満
洲
蒙
古
に
ま
た
が
る
征
服

国
象
遼
帝
圏
を
建
て
た
キ
タ
イ
（
罎
§
契
丹
）
部
族
に
対
し
て
、
歴
史
学
約
・

社
会
学
飾
・
言
語
学
的
…
立
場
か
ら
、
深
く
且
つ
鋭
い
考
察
を
加
え
て
、
い
く
つ

か
の
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
た
び
そ
れ
ら
論
文
の
上
に
更
に
豊
富

な
続
篇
を
加
え
、
爽
洋
史
研
究
叢
刊
の
一
つ
と
し
て
集
大
成
さ
れ
た
も
の
が
本

轡
で
あ
る
。

　
こ
の
書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ツ
ォ
フ
の
遺
稿
が
外
務

省
調
査
部
の
訳
に
よ
り
『
蒙
右
社
会
制
度
史
』
と
題
し
て
串
版
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
十
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
遺
稿
の
嵐
現
は
、
ア
ジ
ア
北
方
遊
牧
民

族
史
の
研
究
を
大
き
く
荊
進
せ
し
め
た
。
即
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
、
真
に
社
会
史

の
名
に
緬
す
る
鮭
会
史
を
、
モ
ン
ゴ
ル
族
に
つ
い
て
持
ち
得
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
以
後
、
満
洲
・
蒙
古
民
族
の
部
族
制
へ
の
関
心
が
、
我
が
国
の
満
蒙

史
学
界
の
申
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
ツ
ォ
フ
の
こ
の
愚
弟
は
、
主
…
露
点
を
臨
遊
牧
の
封
建
制
度

に
し
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
封
建
器
量
を
導
き
出
す
前
時
代
と
し
て
の
氏

族
制
社
会
は
、
彼
の
関
心
に
も
拘
ら
ず
、
史
料
の
制
約
に
よ
っ
て
、
副
次
的
に

級
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
著
者
愛
宕
氏
は
モ
ン
ゴ
ル
娃
会
史
の
こ
の
空
白

を
埋
め
る
べ
く
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
部
の
先
輩
で
、
且
つ
縄
一

種
族
の
代
表
で
あ
る
と
こ
ろ
の
キ
タ
イ
部
の
研
究
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
た
め
の
史
料
に
は
、
幸
い
に
し
て
恵
ま
れ
て
い
た
。
即
ち
『
遼
史
』

の
営
衛
志
と
い
う
、
中
圏
歴
代
正
史
の
中
に
あ
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
篇
倒
の
・
甲
に
、

岡
家
（
澄
王
朝
）
以
萌
の
部
族
制
時
代
の
伝
承
が
載
せ
ら
れ
て
あ
り
、
ま
た
、

『
魏
澱
認
よ
り
以
下
の
正
史
に
は
、
そ
の
部
族
結
成
に
更
に
先
行
す
る
永
い
氏

族
制
時
代
の
消
息
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
研
究
の
結
果
と
し
て
、
ま
ず
左
の
二
篇
が
発
表
さ
れ
た
。

　
契
丹
瞬
諄
落
部
族
制
の
研
究

　
　
　
「
東
北
大
学
文
学
都
研
究
年
報
』
三
（
昭
二
七
）

　
キ
タ
イ
氏
族
制
の
起
源
と
ト
…
テ
ミ
ズ
ム

　
　
　
門
史
林
』
ご
一
八
－
山
ハ
　
（
｛
三
〇
）

　
本
書
の
第
一
篇
「
キ
タ
イ
共
圓
社
会
の
静
態
的
構
図
扁
が
前
潜
に
、
第
二
篇

「
キ
タ
イ
氏
族
制
の
起
源
と
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
」
が
後
藩
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
る
。

そ
し
て
「
古
代
キ
タ
イ
社
会
の
歴
史
的
考
察
」
を
新
し
く
加
え
て
笛
三
篇
と
し
、

社
会
制
度
の
歴
史
的
発
展
を
論
述
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
キ
タ
イ
語
に
了
す
る
著
者
の
研
究
は
、
先
に

　
契
丹
囚
博
巴
文
字
魚
符
・
王
燕
・
銅
鏡
・
銘
文
の
解
説

　
　
　
『
文
化
繍
二
〇
－
六
（
昭
一
鳳
一
）

　
契
丹
囚
答
践
文
寧
の
解
読
に
つ
い
て

　
　
　
「
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
無
慮
（
昭
三
一
）

な
ど
に
発
表
さ
れ
、
魂
棚
の
鋭
い
語
学
酌
探
求
は
、
本
書
の
申
の
「
キ
タ
イ
語
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原
考
漏
な
ど
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

　
以
下
、
谷
篇
ご
と
に
本
書
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
第
一
綿
　
キ
タ
イ
共
岡
社
会
の
静
態
的
構
図

　
逡
代
の
キ
タ
イ
族
社
会
の
重
要
な
特
徴
は
、
こ
の
附
会
に
た
だ
二
つ
の
姓
…

耶
律
と
瀟
と
一
だ
け
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
逡
之
憂
国
誓
事
。
耶
律
・
蕪
…
二
五
薦
已
（
遼
史
）
。
と
こ
ろ
で
h
調
律
」
と

は
キ
タ
イ
固
有
の
姓
で
あ
る
の
に
反
し
、
　
「
薫
偏
と
は
中
国
風
0
姓
で
あ
る
。

著
春
は
こ
の
こ
と
に
疑
問
を
抱
ぎ
、
そ
の
解
明
に
向
か
う
。
そ
し
て
門
鷲
」
姓

の
キ
タ
イ
姓
は
門
審
密
」
で
あ
り
、
　
「
耶
律
」
姓
は
中
国
姓
「
劉
扁
で
あ
る
こ

と
を
、
『
遼
里
心
の
中
か
ら
見
禺
し
、
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
キ
タ
イ

部
族
の
主
軸
た
る
べ
き
フ
ラ
ト
リ
ー
（
魯
鑓
貫
二
半
族
）
の
笹
津
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
こ
の
こ
と
を
著
者
は
、
大
ざ
つ
ぼ
に
は
、
皇
族
が
耶
律
姓
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
華
族
が
瀟
姓
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
も
つ
て
証
明
し
、
よ
り
詳

細
に
は
、
惚
、
遼
史
』
を
材
料
と
し
て
キ
タ
イ
人
の
親
族
緯
織
を
考
え
、
そ
れ
に

よ
っ
て
そ
の
婚
姻
形
態
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
耶
律
・
蒲
二
選
の
間

の
族
外
婚
㊦
捌
。
α
身
墨
書
唄
を
指
摘
す
る
。
著
者
は
更
に
い
わ
ゆ
る
「
八
部
キ
タ
イ
」

と
上
記
二
姓
の
関
係
に
進
ん
で
、
鮮
か
に
解
明
を
加
え
、
結
煽
、
キ
タ
イ
都
族

制
を
次
の
よ
う
に
図
式
化
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
タ
イ
八
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
ぴ

キ
鑑
一
魯
量
ξ
誘
爆
跡
目
急
心

（
劉
）
τ
勢
く
縫
不

　
　
第
二
篇
　
キ
タ
イ
氏
族
制
の
趨
源
と
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム

　
ト
…
テ
ミ
ズ
ム
8
⇔
o
庸
は
ω
昌
回
は
原
始
社
ム
諏
に
は
普
遍
に
存
在
し
た
と
い
う
説

ー
ー
パ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
、
モ
ル
ガ
ン
、
ラ
ボ
ッ
ク
、
デ
ュ
ル
ヶ
ム
た
ち
…
i
に

対
し
て
は
、
史
実
の
裏
附
の
な
い
仮
設
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
批
判
者
の
立
場
に
あ
る
シ
ニ
、
ミ
ッ
ト
、
プ
レ
…
ザ
…
た
ち
の
主

張
に
よ
れ
ば
、
東
北
ア
ジ
ア
の
諸
種
族
に
ト
…
テ
ミ
ズ
ム
は
存
在
し
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
著
者
は
こ
こ
で
、
東
・
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民

の
系
列
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
キ
タ
イ
部
族
に
つ
い
て
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
存
在

を
立
証
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
著
看
は
、
キ
タ
イ
族
周
辺
の
諸
民
族
一
素
話
・

馬
車
・
吐
幕
【
・
さ
ら
に
日
太
・
一
に
お
け
る
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
可
能
性
を
主
張

す
る
。
し
か
る
後
に
問
題
の
キ
タ
イ
都
族
に
お
け
る
そ
れ
を
論
証
す
る
に
当
っ

て
、
著
旛
は
周
到
に
も
プ
レ
…
ザ
ー
、
ゴ
ー
ル
デ
ソ
ワ
イ
ザ
、
デ
為
ル
ケ
ム
、

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
ら
の
定
義
を
総
合
し
て
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
存
在
の
た
め
の
五
つ

の
条
件
を
挙
げ
、
一
つ
一
つ
証
明
し
て
ゆ
く
。
そ
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
の
、

門
氏
族
も
し
く
は
こ
の
血
縁
集
団
は
、
動
物
・
植
物
・
或
は
稀
に
日
月
星
辰
と

い
っ
た
慮
然
属
象
を
以
て
す
る
ト
ー
テ
ム
名
を
採
っ
て
集
団
の
称
呼
と
す
る
」

に
つ
い
て
、
著
者
は
、

　
向
鉱
9
西
餌
馬
一
↓
耶
律
圃
効
丘
ご
警

蕪
謎
三
牛
一
等
ω
製
織
伽
叶

と
い
う
つ
な
が
り
を
見
出
す
。
つ
ま
り
耶
律
姓
と
は
馬
フ
ラ
ト
リ
ー
を
、
審
窯

姓
と
は
牛
フ
ラ
ト
リ
ー
・
を
一
℃
れ
ぞ
℃
れ
旧
識
帆
と
す
る
フ
ラ
ト
リ
ー
・
ト
ー
テ
ミ
ズ

ム
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
第
三
篇
古
代
キ
タ
イ
社
会
の
歴
史
的
考
察

　
以
上
二
篇
に
よ
っ
て
、
先
ず
ト
ー
テ
ム
氏
族
に
始
ま
っ
た
キ
タ
イ
族
が
分
裂
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し
て
フ
ラ
ト
リ
ー
を
構
成
し
、
つ
い
で
両
7
ラ
ト
リ
ー
の
合
体
に
よ
る
藻
族
へ

の
進
化
に
至
る
次
第
を
抽
象
的
に
麹
町
化
し
た
著
者
が
、
次
に
は
歴
史
学
の
本

領
を
発
揮
す
べ
く
、
キ
タ
イ
部
族
欄
社
会
の
変
遷
を
発
展
的
に
把
握
し
よ
う
と

し
た
の
が
本
篇
で
あ
る
。
文
献
に
よ
っ
て
跡
づ
け
う
る
キ
タ
イ
族
の
黎
明
、
即

ち
四
世
紀
か
ら
、
十
世
紀
の
遼
帝
国
結
成
ま
で
の
期
間
を
、
著
者
は
三
つ
に
区

分
す
る
。

　
1
　
北
朝
期
一
古
典
氏
族
の
時
代

　
2
　
唐
代
前
期
庭
フ
ラ
ト
リ
ー
の
活
躍
晦
代

　
3
　
唐
代
中
末
期
穀
都
族
結
成
の
晦
代

　
以
上
や
や
舌
足
ら
ず
の
よ
う
な
紹
介
を
し
た
が
、
名
工
が
一
塊
の
木
か
ら
芸

術
的
な
彫
像
を
つ
く
り
だ
す
よ
う
に
、
漢
字
の
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
中
圏
史
料

か
ら
か
く
も
鮮
か
に
静
酌
・
動
酌
な
畏
族
像
を
と
ら
え
て
表
現
さ
れ
た
著
者
の

す
ぐ
れ
た
知
性
に
、
た
だ
泓
は
自
分
の
理
解
力
の
不
足
を
恥
じ
る
だ
け
で
あ
る
。

言
藷
学
・
国
会
学
、
あ
る
い
は
人
類
学
な
ど
、
歴
史
学
の
周
辺
の
諸
分
野
か
ら

の
理
解
や
批
判
は
、
本
省
の
価
値
を
更
に
高
か
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
は
思

う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
私
の
能
力
の
外
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
学
術
書
出

版
の
困
難
な
折
、
こ
の
名
著
を
出
版
さ
れ
た
愛
宕
氏
の
た
め
に
お
慶
び
を
申
上

げ
て
、
筆
を
お
く
。

（
A
5
判
三
二
八
頁
　
索
引
二
四
頁
　
東
洋
史
研
究
会
発
行
　
定
価
九
〇
〇
円
）

マ
ッ
ク
ス

上
原
専
権

渡
辺
金
一

・
ウ
ェ
ー
バ
ー
原
著

・
増
田
四
郎
監
修

・
弓
削
　
達
共
訳

古
代
社
会
経
済
史

古
代
農
業
事
情

浅
　
香

正

　
戦
後
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
経
済
史
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た

も
の
は
マ
ル
ク
ス
と
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
。
両
春
共
に
ひ
と
し

く
近
代
資
本
主
義
あ
る
い
は
近
代
資
本
主
義
社
会
の
理
解
に
そ
の
重
点
を
置
き

な
が
ら
、
そ
の
立
場
に
大
き
な
糊
違
の
あ
る
こ
と
も
既
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る
に
少
く
と
も
古
代
史
の
領
域
に
限
定
し
て
考
え
る
と
、
憂
ル
ク
ス
の
草

稿
一
．
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
は
既
に
邦
訳
さ
れ
、
　
一
部
の
入
々
の

闘
に
は
過
当
の
評
価
を
す
ら
憂
け
て
い
る
の
に
対
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
古
代

農
業
事
情
』
は
そ
の
優
れ
た
内
容
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
程
充
分
な
評
価
を
受
け

ず
に
今
日
に
い
た
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
勿
論
そ
れ
に
は
か
な
り
の
理
由
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
著
書

は
概
し
て
内
容
の
理
解
園
難
な
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
た
び
渡
辺
・
弓
削
両
氏
に
よ
つ
て
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
力
作

の
一
つ
門
古
代
農
業
事
情
」
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
ウ
ニ
ー
バ
ー
個
人
の
思
想

鼻
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